
 
 
 

～ 新規事業の紹介(1/2) ～ 

1. はじめに 

当社では、経済産業省施策の「ものづくり・商

業・サービス生産性向上促進補助金」の交付を受

けて FEM 解析プログラム「DIANA（ディアナ）」を

導入し、これを使った新規事業を立ち上げました。 

今月号のなんでもインフォでは、この事業の内

容を紹介します。 

2．事業の概要 

事業計画名は「高度な構造解析新技術 3 次元

FEM でいわての橋梁を守る」です。 

DIANA を使って、「既設橋の耐荷力検討」と「コ

ンクリート構造物の温度ひび割れ検討」の技術を

提供するものです。前者は橋梁管理者向け、後者

は施工会社向けのサービスになります。 

また、当社が受注した設計業務において、複雑

な挙動を示すことが予想される構造物に対して

FEM 解析を適用し、構造の最適化や応力の見える

化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．FEM 解析プログラム 

当社が導入した FEM 解析プログラム「DIANA」

は、オランダ応用科学研究機構において開発され

た有限要素法による汎用の構造解析システムで

す。土木・建設分野を中心に数多くの使用実績が

あり、特にコンクリートのひび割れ解析、鋼構造

物の弾塑性有限変位解析などの非線形解析にお

いて高く評価されています。

  

有限要素法（Finite Element Method,略して

FEM）とは、数学的に厳密に解くことができない

工学的問題を近似的に予測する数値解析手法の

一つです。複雑な形状・性質を持つ物体を小さな

要素に分割して、それぞれの要素の特性を数式化

し、それらをつなぎ合わせて全体を表現する方程

式を組み立て、これを解くことによって物体の挙

動を予測しようとするものです。 

図-2 に有限要素分割、図-3、図-4 に DIANA に

よる解析例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIANA
FEM解析システム

事業推進室

事業PR

橋梁管理者

施工会社 コンクリート構造物の温度ひび割れ検討

顧　客

既設橋の耐荷力検討

提供技術

当社受注の設計業務に応用

道路・河川チーム

解析担当：構造チームICT推進室
地質防災チーム

他部門のノウハウ

図-1 事業体制図 

図-2 有限要素分割 
（出典：「構造工学における有限要素法  

の基礎と応用」，土木学会）  

図-3 PC 箱桁の解析例 
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図-4 橋脚の解析例 
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